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■学校経営のポイント

教育改革・次期学習指導要領の先取り研修
小島 宏

学校現場は、間違いなく多忙になっている。このま

ま受け身・指示待ちを続けていると、肥大化が一層

進み、本来の「子どもと向き合い、質の高い教育をす

る」ことから益々遠のいてしまいかねない。

そこで、これまでを振り返り、現在を見直し、近未

来を展望して、教育改革や学習指導要領改訂などに

ついて先取り研修を実施し、教師の「仕事の質と量

及び仕方」について見直したい。

子どもたちに身に付けたい資質・能力
これからの子どもたちが身に付けるべき資質・能

力（個別の知識・技能、思考力・判断力・表現力等、

学びに向かう力・人間性等）について理解し、指導内

容、指導計画、授業づくりの在り方と実際について具

体的に検討する必要がある。その際、知識・技能の

教え込みを超えた質の高い学力を目指したい。

教育課程のPDCAの再構築
カリキュラム・マネジメントが強調されている。その

際、ゼロからのスタートをやめ、従来の教育課程のP

DCAサイクルの「どこをどう改善すればよいのか」と

発想する取り組みが重要である。さらに、教育活動

について学校が主体性を保ちつつ保護者・地域等と

協力・連携して進められるよう「開かれた教育課程」

についても研究していく必要がある。

ALなど指導方法の改善充実
ALがあたかも新しい指導方法のように論じられて

いるが、冷静に受け止めて研修を進めたい。ポイント

は、小・中学校は従来から取り組んでいるので、現状

のALを洗い出し、子どもたちに身に付けさせたい資

質・能力との関連で、それを整理し、一層改善・工夫

していくことである。

道徳科・英語科の実施
平成27年３月に道徳の教科化が決まった。各教科

等における道徳教育と道徳科の授業の関係、検定

教科書の使用、考える・議論する学習、問題解決学

習・体験学習、評価の在り方などについて研修が求

められる。小学校外国語活動（小３・４）や英語科（小

５・６）についても先取り研修が必要である。

評価の考え方の見直し
まず、学校評価（自己評価、学校関係者評価、第

三者評価）について、再確認したい。

次に、学習評価については、評価と評定、観点別

学習状況の観点の趣旨、評価規準・評価基準などに

ついて研修する必要がある。

その際、授業の中での評価（反応に応じた個別の

支援）、テストなど数値による評価、パフォーマンス評

価、ポートフォリオ評価、肯定的評価（長所や進歩を

評価する）なども視野に置くようにする。

教育課題への指導・対応
ESDの実践、プログラミング教育の導入、ユニバー

サルデザイン（UD）による教育環境や授業づくり、い

じめや不登校、情報モラル、子どもの貧困など教育

課題が山積している。これらに対する指導や対応の

在り方の研修も重要である。

学校経営の総点検と研修
チーム学校としての学校運営と教育活動が求めら

れている。学校を危機管理（生命、いじめ、教育の

質、教職員の服務、人材育成、開かれた学校など）

の視点から見直す必要がある。

人材育成の視点から発想すると、Ｍ区立Ａ小学校

の全員提案者の研修「月１回の定例校内研究会」

は、その後半で、毎回３人が異なる先取りテーマを

「資料Ａ４一枚、５分提案、８分質疑応答、２分校長指

導・講評」で進めるもので、チーム学校として自発性、

主体性、協働性があり、参考になる。

（こじま・ひろし＝元公立小学校長・(公財)豊島修練会理事長）
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